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皆さん、こんにちは。アメリカ合衆国ミシガン州に留学中の 15 期石塚です。こちらで

はまだ葉がついていない冬のままの姿の木をたくさん目にするものの、少しずつ花が芽生

えてきています。 

 

今回は先月の留学だよりで少し取り上げたロボティックスの大会について書きたいと思

います。 

 

そもそもロボティックス(robotics)とは英語でロボット工学のことを指します。アメリカ

合衆国の法人 FIRT が主催する FIRST Robotics Competition では、子どもたち、特に高校

生の STEM(科学、技術、工学、数学)の分野教育を主な目的としています。私はこの大会

の Truck Twon Thunder チーム 68 に参加しています。 

 

この大会では毎年 1 月、ロボットを用いて競

う課題が与えられ、３月、４月に開催される大

会に向けてその課題に適したロボットを設計や

制作、プログラミングなどを通し、準備しま

す。今年の課題はリング形の「note」と呼ばれ

る直径 25cm ほどの発泡性のものを３種類のゴ

ールに向けて発射し、チェーンに吊り下がると

いうものです。いくつ note をゴールに発射で

きたかなどの視点で点数が決定されるため、す

べての課題を達成しなければならないというわ

けではありません。前年はキューブやコーンを用いた課題、２年前にはボールを用いた課

題などと年によってテーマは大きく異なります。 

大会では３チームが一緒になって他の３チームと戦います。Qualification Match と

Alliance Match と呼ばれる２種類の試合形式が導入されています。Qualification Match で

はランダムに組まれたチーム同士で戦い、ある一定の基準を満たすと与えられる Ranking 

Point と勝ち負けの数から、最終的には全体ランキングが決定されます。Alliance Match

では、Qualification Match での結果に基づき、１位から８位のチームを代表としてそれぞ

れチームを選び、その Alliance ごとにトーナメント戦を行います。 

 

2024 FIRST Robotics Competition CRESCENDO presented by Haas Game Animation より 



私のチームは 1 月上旬に試合内容が発表され

てから、毎日放課後 3 時間、また土曜日 8 時間

ほど学校の教室を借りて大会に向け準備しまし

た。スノーデイなどで予定と比べて進度が遅れ

てしまったり、部品の作り直しが必要になった

りしましたが、３か月という短い期間でロボッ

トを完成させることができました。 

ロボティックスで特に大変だったのは、資金

調達です。ロボットを作るのは高額なので、旅

行費等も合わせて生徒一人ひとりが 3000 ドル

(約 45 万)以上払わなければなりませんでした。現地の企業に頼みに行ったり、ベーキング

セールを行ったり、チョコレートバーを学校で売ったりしましたが、中々資金は集まりま

せんでした。最終的にはチームに半分ほどを賄ってもらい、残りを日本企業に支援しても

らいましたが、資金の面では苦労しました。 

私は Pit Crew という試合の合間にロボットの修理を行う 4 人中の１人に選ばれ、大会中

にもロボット制作に関わることができました。試合の合間にコードの接続の確認をした

り、不具合のあった部品の修理、作り直しなどを行ったりしました。３月上旬と３月末に

開催された２回の地区大会では良い成績を残すことができたため、私のチームは４月上旬

に開催された州大会に出場しました。私のいるミシガン州には多くのロボティックスチー

ムがあるため、州大会の規模は大きかったです。フィールドは計４つあり、１つのフィー

ルドにつき、40 チームが戦います。私のチームはその中で６Alliance のキャプテンとして

Alliance Match に出場したのですが、惜しくも決勝まで進むことはできませんでした。し

かし、世界大会への出場条件を満たす順位にランキングすることができ、4 月中旬にはテ

キサス州ヒューストンで開催された世界大会に出場しました。飛行機が３時間遅延し、ホ

テルに真夜中に到着するというハプニングはあったものの、無事現地に到着することがで

きました。世界大会の会場には５万人以上が訪れ、混雑していましたが、会場全体が熱気

に満ち溢れていました。私のチームは Qualification Match でフィールドと操作者との連絡

が途切れたり、バッテリーが切れてしまったりという小さなミスが重なり、思ったような

結果を出すことができませんでした。しかし、高レベルなロボットをたくさん見たり、世

界中から集まったチームから話を聞いたりして、多くの刺激をもらいました。優勝したチ

ームのロボットはとても小さいにも関わらず、スムーズに動いていて感銘を受けました。 

 

 留学生活もあっという間に残り１か月半ほどとなりました。こちらの生活を大切にして

過ごしていきたいと思います。 

 最後まで読んでくださり、ありがとうございました。 

 

15 期石塚 

 

世界大会の会場 


